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はじめに 

 私は長く英語教師を勤めてきたが、その間さまざ

まな学生に接してきた。英語が不得意な学生も多

かったが、何とか英語を理解したいと苦闘する者が

大半であった。中学のときから英語がよく分からな

かったと嘆く学生もいたし、英語が嫌いだと公言す

る学生もいたが、心底から英語を嫌っている者は意

外と少ないように思えた。英語が嫌いだと答える学

生でも、さらにつっこむと「本当は英語を話せるよ

うになりたい」、「英語が理解できるようになりた

い」と答える者も少なくなかった。彼らは、英語が

よく分からないために、「英語嫌い」になったのだ

と推察された。早くも中学低学年段階で英語の授業

について行けなくなったという学生もおり、なぜ彼

らがそうなったかを常に考えてきたが、その原因は

学生の学力が低いというような一言でかたづけられ

るものではなく、日本語と英語の仕組みが著しく異

なることからくる戸惑いに英語教師がうまく対処で

きなかったことが大きいのではないかと考えるよう

になった。外国語を学習する際に母語が障害になる

ことは広く知られている。また学習しようとする外

国語と母語の違いが大きければ大きいほどその困難

は増す。英語と日本語の違いは極めて大きい。語順

の違い、名詞の単数・複数の有無など違いを数え上

げるときりがない。そのため英語教師は英語の仕組

みに精通するだけでなく、英語と日本語のどのよう

な差違が学習の障害になっているのかをも知ってお

く必要がある。 

 日本の英語教育は伝統的に訳読中心で行われてき

た。古来より海外の知識や文化を取り入れて活用し

てきた日本において、外国語によって伝えられたも

の（古くは漢語、江戸時代にはオランダ語、明治以

降は英独仏語）を日本語に翻訳して国内に広める必

要があったため、外国語を日本語に移す力を養成す

ることが外国語教育の中心になったことは自然なこ

とであった。また外国語を効率的に学ぶためには文

法の学習が重要であることは論を俟たないが、入学

試験（戦前は旧制中学、旧制高校。戦後は高校、大

学）において外国語が重視されたこともあって、学

校文法と呼ばれる学校教育用の英文法が独特の発展

を遂げてきた。そのため卒業して何年もたった後で

も五文型、三単現などの用語だけは覚えているとい

う者も多い。教室内では文法力や単語力が重視され、

スピーキングは正規教育で学ぶ価値のないものとさ
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れ、街の英会話教室や放送出版メディアを通して個

人的に行うものとの認識が定着していた。しかし日

本が経済的に発展し、日本人が直接海外の人びとと

交渉したり、交流したりする機会が多くなるにつれ

て、一転してコミュニケーション型の英語教育が重

視され、文法教育が軽視されるようになってきた。 

 しかし母語をすでに身につけている外国語学習者

にとって、その外国語の仕組みを理解することなく、

やみくもに外国語の文を聞き流したり、暗記したり、

暗唱したりするだけではかえって遠回りになる。よ

く幼児の母語獲得が引き合いに出されるが、根気強

く間違いを修正してくれる親や家族が周りにいて、

24時間母語の中に暮らし、12年間かけて中学入学段

階の子供の言語水準になるだけなのである。母語と

構造が大きく異なる外国語を学ぶ場合には、学習す

る外国語の仕組みをある程度把握することが外国語

学習の近道なのである。問題はどの程度まで文法を

理解すればよいのかということである。外国語習得

のための文法学習は、あくまでも仕組みを理解する

ことがその外国語の習得に役立つ限りでよいので

あって、文法そのものに精通する必要はまったくな

い。その外国語がある程度使いこなせるようになれ

ば文法は忘れ去ってもまったく差し支えないのであ

る。日本の文法教育はともすれば形式主義に陥りや

すく、文法用語はよく覚えているが言語そのものは

身に付かないということになりかねない1）。具体的

には後で述べるが、形式（文法）は内容（意味）を

ともなっていなければ役に立たないわけであり、英

語教師は文法と意味がどう結びついているのかに留

意しながら学習者にわかりやすく説明する必要があ

る。 

 そこで本稿では、とくに英語学習者のつまづきの

もとになりやすいと思われる、語順の違いと日本語

における「てにをは」の特質、英語における語順と

基本動詞の意味範囲、英語の時制の問題に絞って、

私の考えを述べてみたい。その際の私の関心は、文

法的に英語を解明したいということではなく、英語

の特質を理解して少しでも英語学習者の理解を容易

にしたいということである。 

 本論に入る前に、現在の英語教育の主流であるコ

ミュニケーションのための英語教育と訳読を通した

英語教育に対する私の考え方を述べておきたい。母

語である日本語を獲得した後に外国語を学習しよう

とすれば、まずは母語に頼らざるを得ないのは自明

であって、訳読がまったく意味がないというわけで

はない。しかし、言語構造の異なる英語を直接日本

語に置き換えると、意味がずれてしまう場合も少な

くなく、会話の際には聞き取った英語を日本語に訳

し、日本語の文を英語に訳して話すだけの時間的余

裕はない。そこで近年はネイティブを使って、英語

を英語のままで教えるという方法（ダイレクトメ

ソッドなど）が有力になってきた。しかし、この方

式は少人数のグループでないと効果が出にくいとい

う物理的な制約（母語は親と子という少人数間で学

ばれる）の他に、そもそも単語の意味が分からない

ものに、訳を使わないでどうやってその意味を分か

らせるかというジレンマがある。もちろん具体的な

ものについては、現物、写真、身振りなどを通して

学ぶことができるが、抽象的な語については限界が

ある。私は、基本的な語と文法の基礎については日

本語を活用しながらも、特に文法については形式主

義、些末主義2）に陥らないように気をつけて、英語

の語順のまま文を理解し、また完成された日本語文

を英語にするのではなく、英語の語順を崩さず語を

置いていくような練習が大切ではないかと考える。

しかし本稿では練習法まで進む余裕はない。まずは

英語の仕組みの理解に力点を置いて考えてみたい。 

 

1．語順の違い、意味の違い 
（1）英語の語順、日本語の「てにをは」 

 日本語には、名詞の後ろにつける「は」や「が」

などの助詞、いわゆる「てにをは」がありはなはだ

便利であるが、日本語のように助詞を持つ言語は英

語とまったく異なる構成原理を持っており、英語学

習に障害になる場合がある。次の例文を見ていただ

きたい。 

 

 Kenji watched a movie in Shinjuku last 
Sunday. 
 （ケンジは日曜日に新宿で映画を見た） 

  

 英文の下に訳例をつけたが、実は異なった語順の

訳文も可能である。「日曜日にケンジは新宿で映画

を見た」、「ケンジは新宿で日曜日に映画を見た」、

「新宿でケンジは日曜日に映画を見た」などさまざま

な組み合わせが可能である。そのうちのいくつかの

組み合わせで不自然に響くものもあるが、文意が変

わるものではない。この融通無碍と言っても良い日
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本語の特質を可能にしているのは「てにをは」つま

り助詞の存在である。上の文の中でないと文が成り

立たなくなる語は「見た」だけである。それ以外の

語はどれも「見た」の修飾語であって、必要なら省

略することもできる。「ケンジは日曜日に映画を見

た」「新宿で映画を見た」などのようにである。「ケ

ンジは」や「日曜日に」などの修飾語には文法的な

軽重はなく、互いに対等であり、どれかを省略して

も文は成り立つし、意味不明になるということはな

い（もちろん省略が多いとそれだけあやふやな文に

なるのであるが）。英語文においては主語となる「ケ

ンジ」も、日本語では「日曜日に」以上の重要性を

持っているわけではない。日本語においては、極端

な場合「A:見た？B:見た。」のような会話も可能で

ある。上の日本語訳文を修飾・被修飾の関係がわか

りやすいように並べ替えると次のようになる。 

 

              ケンジは ↘ 

              日曜日に ↘ 

              新宿で   →   見た。 

              映画を  ↗ 

 

 つまり、日本語において修飾語は被修飾語を同時

的に、対等に、いわば複線的に修飾しているのであ

る3）。その際明確な意味のつながりを保証している

のは助詞であって語順ではない。語順を変えても意

味は変わらないが、助詞を入れ替えるとたちどころ

に意味が変わるか、意味不明になる。 

 

 ケンジを日曜日に新宿は映画で見た。 

 

 この文は訳文例の助詞を入れ替えた文だが、語順

は変わっていないが意味がまったく異なり、頭をひ

ねるような文になっている。この文の唯一可能な解

釈は、新宿という名前の人物が映画に出演している

ケンジを発見したというものであろう。このことか

ら分かるのは、日本語においては語順ではなく助詞

の入れ替えによって文の意味構成がなされるという

ことである。また特徴的なのは各修飾語の間に軽重

がないことである。上記訳例文4つの修飾語の中で省

略できないものは一つもない。状況と必要に応じて

修飾語を自由に省略したり付け加えたりできるので

ある。 

 対照的に英語では語順がきわめて重要な意味を

持っている。上の英語例文をあらためて見てみよう。 

 

 Kenji watched a movie in Shinjuku last 
Sunday. 
 
 訳例文と異なり「Kenji watched a movie」の部分

の語順を変えることはできない。語順を変えると意

味が変わるか、(この文の場合)意味不明となる。英

語において意味確定の上で重要なのは語順である。

日本語の助詞のような便利なものがなく、代名詞以

外は格変化を行わない英語において、語順が意味の

上で決定的な役割を果たす。英語においては動詞を

中心として、動詞があらわす動作行為を発するもの

（主語）が左に（時間的には先に）置かれ、動作行為

を受けるものが右に（時間的には後に）置かれる。 

 

 Kenji →watched （動作主Kenjiが動作行為を発

する、その動作行為は見るというもの＋過去） 

 watched →a movie（見る動作行為の受け手は一

本の映画） 

 

 上の例で矢印は強い結びつきと意味的な流れをあ

らわすが、何であれ動詞の前に置かれる語が動詞が

あらわす動作行為を発し、動詞の後ろに置かれるも

のが動作行為を受けることになる。次の文を見てみ

よう。 

 

 Beautiful makes happy. 
 

 これは文法的に間違った文とも言えるが、この文

を聞いた（または見た）英語母語話者はBeautiful
を主語、happyを目的語と理解しようとし、頭をひ

ねるはずである。そして形容詞を名詞に変えて

「Beauty makes happiness.」としてみたり、

Beautifulとhappyの前にそれぞれbeingを挿入して

「Being beautiful makes being happy.」としたり、

また「Beauty makes people happy.」としてみたり

するであろう。誤解を恐れずいうと、英語において

は動詞（他動詞）の前後に置かれるものを名詞的に

理解するのであり、品詞があらかじめ確定している

わけではなく、語順が品詞を決める働きをしている

と言ってもよいのである4）。 

 英語において主語（動作主）、動詞（動作行為）、

目的語（受け手）は単線的につながっており、主語
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から動詞に向かって圧力のようなものが流れ、また

動詞から目的語に向かって圧力がかかるという構造

になっている5）。日本語のように助詞が付け加えら

れるわけではない。また関係も対等ではない。あく

までも動作行為を発する動作主（Subject主語・主体）

が文全体の支配的な位置を占め、動作行為の受け手

（Object目的語・対象）は従の存在となる。ところが、

英語学習者が英文を理解しようとすると、どうして

も（無理からぬことではあるが）助詞を付け加えな

がら解釈しようとするために、英語と異なる複線的

な修飾関係へと文の性質を変えてしまうことになり、

動作主（主語）→動作行為（動詞）→動作行為の受

け手（目的語）の結びつきを緩めてしまうことにな

る。英語においては語の位置によって「→」で示し

た圧力流れの出発点か到着点かが決まるわけであり、

「は」や「を」のようなものが付け加えられるわけで

はない。 

 また日本語において助詞「は」は主格をあらわす

格助詞としての役割以外に、「映画は見たよ」など

のように、助詞「は」の前にくるものを話題化する

係助詞でもある6）。「僕は天丼」のような文が「僕

＝天丼」をあらわすとは誰も思っていない7）。しか

しこのような文は日常頻繁に口にされており、上で

触れた日本語における自由な省略と相まって、簡単

な英文を作ろうと思っても、日本語から発想すると

かなり苦労することになる。このような困難を克服

するためには、語順が固定的な英文の特質を理解し

た上で、語を単線的に配置する訓練をすることが有

効である。 

 
（2）英語の語順と動詞 

 英和辞書で基本的な動詞（be、have、getなど）

を引くと20以上も意味が載っていてうんざりさせら

れるが、ロンドンやニューヨークの街場の兄ちゃん

が文例ごとに違う意味を理解していることなどあり

そうもない。英語の動詞は、語単独の場合（特に基

本的な動詞の場合）には、意味が曖昧なままである

が、ただし中心的なイメージがぼやっとした中にも

なんとなく存在するというのが本当のところではな

いだろうか。こうした英語の動詞の特性は語順から

来ていると考えられる。日本語でも英語でも文の後

ろに行くほど意味全体が明確になるように構成され

るという点では同じである。日本語において動詞は

文末に置かれ文全体の意味を確定する役目を負って

いるが、英語の動詞は主語の次という文の前半部に

置かれているため、文全体の意味の明確化ではなく、

さまざまな状況に対応する役割を果たさなければな

らない。例えば動詞haveは漠然と動作主と受け手の

結びつきをあらわすだけで、明確な意味は受け手・

目的語の種類、形容詞などの修飾語、場所や状況、

時間などによって確定されることになる。「主語＋

have」だけでは意味をなさず、目的語を待って意味

の明確化が始まる。 

 

 Maria has money 
（これで文が終わる場合は所有の意味となるが、続

く場合はそれほど明確ではない） 

 

 Maria has money ready 
（金を準備してあるという意味。準備しいるのだか

ら所有もしている） 

 

 Maria has money ready for a new car. 
（この段階で車の買い換えの資金であることが分

かる） 

 

 しかしMaria has money back from Kenji.となる

と、貸していた金が返ってきたことになるし、同じ

意味をMaria has money paid back by Kenji.とも

表現できる。一方Maria has lunch.となるとこの結

びつきが口を通したものになるが、has lunch一体と

なって意味ができあがるのであり、haveは結びつき

の役割を果たしているにすぎない。またMaria has 
moneyにおいてMariaは何らかの動作行為をしてい

るわけではないが、has lunchでは「食べる」という

動作行為が含意されている。動詞haveは所有、性質、

全体と部分などさまざまな結びつきを主語と目的語

の間にうち立てるだけであって、どのような結びつ

きなのかは目的語とその後に置かれる語句によるの

である。ところが日本語において動詞は文の 後に

置かれ文全体の意味を確定する役割を負っているた

め、英語の動詞よりも明確な意味を持つ傾向がある。

そのため訳を通して英語を学習しようとすると

haveだけで膨大な数の日本語の意味を覚える必要

があり、はなはだ効率が悪い。 

 次にbe動詞を例に説明しよう。be動詞は大きく分

けて3つの意味を持つ。上の例で述べたように、その

3つの意味のどれになるかは後ろに来る語によって

30 
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決まる。 

 

(i)専門的には連結動詞（linking verb）と言い、イ

コール記号（＝）のような働きをするだけで強い意

味はない。be動詞の後ろの語が名詞の場合には前後

の語が同等のものであることを示し、形容詞の場合

には状態や性質、感情などをあらわす。 

 

He is a student.（He = a student） 

She is tall.（She = tall） 

 

 日本語ならば「彼は学生」で意味は成り立ち、友

人同士の会話では使われる。この意味になるのは、

後ろに直接名詞（または冠詞＋名詞）8）か形容詞が

来る場合である。 

 

(ii)存在をあらわす。場所の場合、時間の場合がある。

後ろにin, on, atを中心とする前置詞＋名詞または位

置を表す副詞（away, here, out, thereなど） が置か

れる。 

 

She is in her room. 
The meeting is from 10 o'clock to 11. 

 

(iii)進行形や受動態の一部を構成する。後ろに～ing
（現在分詞）や～edなどの過去分詞が来る9）。 

 

A group of young guys are swimming in the 
pool. 
All the tickets are sold out. 

 

 本稿ではbe動詞の現在形は、便宜上am, are, isと
省略しないで示してあるが、通常口語ではほとんど

の場合I'm, You're, She'sなどのように短縮形が使わ

れる。それはbe動詞を聞き逃しても意味に大きな影

響がないということでもあって、(i)の2番目の例文

で言えば、Sheとtallが聞き取れれば意味が分かる

（Sheはすでに話題になっている人物を指すので時

制は聞き逃しても推測できる）のであり、tallと続く

のか、in, on, atなどの前置詞を挟んで名詞が来るの

かが聞き分けられた時点でbe動詞の意味が明確にな

る。日本の英語教育では教科書を読むことが多いの

だが、印刷された文を読む場合には文全体を見渡す

ことができ、文全体の文法構造、意味を考えること

が多いが、実際のコミュニケーションの場面では、

語彙が順に耳に入り、文が完了するまで全体を見渡

すことはできない。したがって文の意味は徐々に明

らかにされるのであって、動詞はその要の位置にあ

り、文全体を確定していく方向性を示すにとどまる

のである。文章を書く際には、文全体を見渡し、前

の語を修正することが可能であり、実際頻繁に行わ

れている。特に報告書や、論文などの論理的な文章

を書く際には、意味が限定されている抽象概念など

の書き言葉を使用するが、あくまでも文の意味は前

から後ろへと明らかにされていくのである11）。次に

やっかいな時制の問題を現在時制を中心に考えてみ

たい。 

 

2．現在時制 
（1）現在形 

 文法的に英語を考えた場合、 も捉えにくいもの

の一つが時制である。一見日本語の時制と似ている

ように見えて、基本的な時間のとらえ方にずれがあ

るので、指導者が気をつけないと学習者は混乱する。

中でも現在時制はずれが大きい。 

 家事で手が離せない母親が3人の子供に「誰か買い

物に行ってくれない？」と頼んだときに、子供の一

人が「僕が行くよ」と言ったとする。この「僕が行

くよ」は英語において現在形では表さない10）。日本

語では「行く」という動詞の終止形は、これから行

うことの決断、つまり意志未来をもあらわす。「私

は仕事に行く」というだけでは、この文が現在をあ

らわすのか意志未来をあらわすのかは分からない。

「私は毎朝8時に仕事に行く」は現在で、「これから

私は仕事に行く」は未来である。英語ではそれぞれ

「I go to work at 8 every morning.」「I'll go to work 
now.（またはI'm going to work now.）」となる。

なぜこういうことになるのだろうか。 

 一方、「私は新潟に住んでいる」は「I am living in 
Niigata.」とも英訳できるが、「I live in Niigata.」
と訳すこともできる。もちろん2つの英文には意味の

違いがあるのだが、「している」という日本語では

その違いは表現できない。進行形を「している」と

訳すよう機械的に教え込もうとすると、例外がいく

つも見つかるのでかえって学習者が混乱する場合が

あるので、指導者は気をつけなければならない。親

同士の会話でよくある「娘は今大学に行っています。」

という文は、今娘が学校に行っていて留守だという
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意味か、現在娘は大学生であるかどちらかを意味す

る。そのどちらであっても対応する英文は進行形で

はない。「My daughter is at school now. 」や「My 
daughter is a college student.」などである。もちろ

ん、だから英語は難しいと言いたいわけではない。

こうした違いは、英語の現在時制の論理の側から考

え、その論理に沿って練習を積み重ねることで乗り

越えられると言いたいのである。 

 英語の現在形は、ある動作行為が現在を中心にし

て過去から未来にわたって継続しているか繰り返さ

れていることをあらわす。上の「I go to work at 8 
every morning.」は仕事に行くという行為が毎朝繰

り返されているということをあらわしており、この

習慣が変わらない限り使える。この文を若干変えて

「I go to work by bus.」とすると、現在を中心にバス

で仕事に行くことを繰り返していることをあらわす。

継続や繰り返しをあらわすので、上の文のevery 
morningのように頻度をあらわす副詞と一緒に使わ

れることも多い（always, often, sometimes, never
など）。現在形「I play the guitar.」という文は今

現在ギターを演奏しているかどうかとは関係がない。

どんな頻度かは分からないが普段ギターを弾くこと

があるという意味である。楽器や外国語などの習得

に訓練や知識が必要なものについては、日本語では

「できる」という能力表現で表すことが普通だが、英

語では言語化せず暗黙の前提とされる。上の文に当

てはめると、ギターを普段弾くためには一定の練習

を積んできたに違いないが、そのことは言外の前提

とされるだけで明示されない。またWhat do you do?
という質問が職業についての質問になることはよく

知られているが、これは現在形の性質から説明でき

る。この質問の含意をすべて明示して示すと、「普

段あなたが継続的に行っていることは何ですか？」

ということになり、大人の場合継続的に行っている

ものの代表が仕事であるため職業を聞く場合に使わ

れるようになったのだが、この質問は職業という生

の言葉を避ける配慮を示すことができるという利点

もある。 

 繰り返し・継続の代表が天然現象や科学的事実で、

「The Earth goes around the Sun.」は何十億年もの

継続の範囲に現在が入っているということを示して

いる。また学術論文や理論的な解説文、マニュアル

などは時間の枠で捉えられないものは現在形であら

わされるが、それは論の妥当性が現在だけでなく過

去から未来にわたって適応できるとの前提で文が作

られるのであり、その場合の時制は現在形をとらざ

るをえないからである。次に、英語の現在形の理解

を深めるために、現在進行形との対比で現在形を考

えてみよう。 

 
（2）現在形と進行形 

 現在形をさらに考えるために次の例文を見てみよ

う。 

 

 I walk to work. 
 

 この文は、ある程度の過去からある程度の未来ま

で仕事に歩いて行くことが習慣化されていることを

あらわす。頻度をあらわす副詞（always, sometimes
など）を伴っていないので原則をあらわしているこ

とになろう。ここで注目したいのは動詞walkである

が、上記の文中では現在形の動詞walkは出発と途中

経過、そして到着（walkの停止）を含む。つまり出

発点（おそらく自宅）から歩き始め、仕事場に到着

するという行為を繰り返し行っているということを

この文は意味している。このような行為をコンプ

リート・アクションと言う。もう一つの文を見てい

ただきたい。 

 

 I start work at 8:30. 
 

 この文においてstartは開始の瞬間をあらわして

おり、経過時間はきわめて短い。8時29分には仕事を

しておらず、1分後には仕事をしているということで

ある。このように人間の動作や行動、行為には、一

定の長さがあり出発（開始）と到着（終了）を含む

ものと、出発、開始など経過時間のきわめて短いも

のとに分けることが可能である12）。どちらの場合も、

現在形で文を作った場合、現在を中心に繰り返すと

いう意味である。例文のそれぞれの動詞を使って現

在進行形を作ってみると次のようになる。 

 

 I am walking to work. 
  I am starting work. 
 

 現在進行形にすると、現在を含む長い範囲での習

慣的な繰り返しという現在形の意味ではなく、「I」

が発話している現在行っている当該行為に意味の焦
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点が当てられる。さらに上の文と下の文では時間が

ことなる。 初の文は現在歩行中であることを示す

と理解できるが、下の文はそのようには捉えられな

い。陸上競技などのスタートと同じで開始は一瞬な

ので、開始している途中を文で捉えることができな

い。walkしている途中というイメージは容易に思い

浮かぶが、startしている途中をイメージすることは

困難である。実は下の文は「これから開始するとこ

ろ」「まもなく開始する」などのように開始へと向

かっていることをあらわす。後の文はまだ開始され

ておらず、まもなく（つまり未来に）開始すること

を意味する。start, finish, stopなど瞬間的と言って

いいほど経過時間の短い動詞は進行形をとる場合、

近い未来に行うという意味になる。未来というと

willのような助動詞とどう違うのかという疑問が浮

かぶと思うが、進行形の場合は決断がすでに下され

ておりその動詞があらわす動作行為の過程が進行中

であることを示しているのである。上の例文で言う

と、心理的には仕事を着手しようという気持ちに

なっていたり、開始時間が近づいてきたりしている

ということをあらわすにはwillでは不十分である。

次の文を見てみよう。 
 
 He is dying. 
 

 死亡は心臓の停止であり、生と死は截然と分かれ

ており、この文の人物はまだ生きている。この文は、

人間は誰でも死ぬという一般論を言っているのでは

なく。Heと呼ばれる人物の死が迫っていること、重

病などによる死へのプロセスが始まっていることを

あらわす。過程が始まっているという意味はwill（予

想をあらわす）ではあらわすことはできず、進行形

が適切である。 

 動詞の経過時間による分け方は進行形の機能をわ

かりやすくする上で助けになると考えている。また

進行形だけでなく次のような文を理解する上でも有

用である。 

 

  I saw a bird fly. 
 I saw a bird flying. 
 

 上の例文は一定の経過時間が必要なflyが使われて

おり、「私」は飛んでいる全過程を目にしたのであ

り、下の文は途中の一部分を目にしたのであり、通

常よく使われるのは下の文である（鳥が飛ぶ全過程

を目にするという状況は想像しにくい）。逆に短い

動詞を使う場合にはing形が可能な状況は考えにく

い。逆に下の2つの文では、後者の状況を想像するこ

とが難しい。 

 

 I saw a girl stop. 
（私は一人の少女が立ち止まるのを目にした） 

  I saw a girl stopping. 
（私は一人の少女が立ち止まろうとするのを見た。

しかし止まるまでは見なかった。） 

 

 もちろんこのような意味は文法的に決定されてい

るというよりも、発話の際の背景知識や常識に負う

ものであり、言語使用と状況の中から決定されるも

のである。しかし言語は常に具体的、現実的な状況

の中でコミュニケーションのために使われるもので

あり、抽象的な文法構造があらかじめ意味を決定し

ているなどということはないのである。 

 
(3)状態動詞と進行形 

 次に状態動詞と呼ばれる一群の動詞について考え

てみたい。進行形を学習するときに、be動詞、know、

loveなどいくつかの動詞は状態動詞であり、動作行

為ではなく静止的な状態を表すため、進行形をとら

ないと教えられるが、状態動詞の定義が分かりにく

く（たとえばstayは動作のように見えないが動作動

詞と分類される）、またhaveのように状態動詞であ

る場合とそうでない場合がある動詞も存在すると説

明されると、学習者は一層混乱する。前節で触れた

ように日本語の「～している」は英語の進行形より

も遙かに広い意味の守備範囲を持っており、上の3

つの動詞はすべて「～している」と訳すことも可能

である13）。そこで、先ほどのコンプリート・アクショ

ンとの対比で進行形を考えてみよう。例文「I walk to 
work.」においてwalkは出発・過程・到着を含むひ

とまとまりの行為を意味していたが、例文「I am 
walking.」では現に行っている行為は途中であり完

了していない。しかし歩行に必要な常識的経過時間

は、明示されていなくても含意されている。24時間

歩き続ける人はまれにしかおらず、「I」という人物

の相手はその人物が常識的に歩行にかける時間を

知っていることであろう。したがってこの歩行があ

る程度で終わることは発話状況によって暗黙のうち
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に示される（散歩であればせいぜい1～2時間以内、

ハイキングであれば数時間など）。一方現在形の文

はそれよりも遙かに長い時間が含まれる。「I walk to 
work.」では、現在を含む数ヶ月かもしれないし数年

かもしれない。 

 上のことから、現在形においては現在繰り返され

ている動作行為が長い期間にわたって続くという含

意を持ち、進行形においては現在行っている行為が

その動詞が通常意味する常識的な経過時間内で終了

するであろうという含意を持つことになる。たいが

いの動作行為は一定の時間で終了するため、進行形

には「一時的な」や「今のところ」といった意味合

いが生まれることになる。 

 

 I love Maria. 
  I am loving Maria. 
 

 上記2つの文の違いはもう明らかだろう。上の文で

は愛情は（永遠かどうかは別として）続くという前

提で発せられており、下の文は遠くない時期に終わ

りが来るという含意を持つのである。好悪、愛憎な

どの感情（like, love, hateなど）は、歩行のように

意志のままに始めたり止めたりすることのできない

ものであり、長い範囲の継続の中に現在が含まれる

ことになるため通常現在形であらわし、進行形をと

るとかえって停止、終了が含意されてしまうことに

なる。一度頭に入った知識は忘れない限り脳裏にと

どまるわけで、knowを使う時あらかじめ忘却を含意

することはない。また頭に入った知識を保持するこ

とは何かの行為をしているわけではないので、これ

らの動詞を便宜的に状態動詞(stative verb）や静止

動詞（static verb）と呼ぶ。「I have a car.」という

文は「一台の車を所有している」という意味である

が、所有というのは何かをしているということでは

なく、所有者や社会が所有を認めているというだけ

で、何かを行っているわけではない14）。しかしこの

ような動詞が進行形にならないということはない。

進行形にすると一時的、意図的などのニュアンスが

生まれる。つまり状態動詞が動作行為をあらわすこ

とになる。 

 

 He is being kind. 
 
 この文は、何らかの理由で一時的に、意図的に親

切にしているということ意味になる。マクドナルド

のコマーシャルには「I'm lovin' it.」という文が添え

られているのをよく見かけるが、これは日本語で言

うと「はまっている」に近い意味ではないだろうか。

ところで、さきほどの動詞stayの意味には一時的と

いうことが含まれているのでwalkなどと同じよう

に行為動詞に分類される15）。 

 

3．過去時制 
 過去は、それが前日のように近い過去であっても、

膨大な過去の貯蔵庫に蓄積されている。その貯蔵庫

から過去を取り出す行為は個人にとっては回想であ

り、集団にとっては歴史となる。宇宙の歴史が138

億年以前までさかのぼり、ホモサピエンスの歴史が

25万年、文明の歴史が数千年とすると、過去を語る

時われわれはそれだけ膨大な出来事の蓄積を前にす

るのである。したがって語られる出来事がいつ起

こったことなのかについて、対話の相手との間に相

互了解がなければその語りは意味をなさない。「A 
man walked」という表現が意味不明であるのは、

現在地球上にいる約70億の人間の半数（男性）と地

球全体の歴史上の男性の多くに当てはまるからであ

る。「I walked」となると「I」という人物が生まれ

て以降（正確には歩けるようになってから以降）の

ことだと分かるが、それ以上の手がかりはない。そ

れを絞り込むためには過去を表す言葉が文中に明示

されるか、対話の相手との間に暗黙の了解がなけれ

ばならない。当たり前のことをわざわざ説明してい

るように見えるが、日本語では、バス停で待ってい

る時にバスが見えたら「バスが来たよ」、帰宅した

時「今帰ったよ」16）と過去形を使って言うことがで

きる。英語より日本語の方が過去形が受け持つ守備

範囲が広いため、英語との違いを意識しないで訳を

しようとするとうまくいかない場合がある。留意し

なければならないことは、英語で過去時制を使う場

合には、はっきりと明示されなくとも過去のどの時

点なのかが意識されるということである。 

 

  She went to Hokkaido last year. 
 

 この例文には昨年としか明示されていないが、必

ずしも365日というわけではない。旅行であれば昨年

の何月何日かから何日間かの間北海道に行っていた

ことが常識的な範囲内（旅行であれば数日間）であ
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ることが推測される。英語の過去形はあくまでも過

去に始まり過去に終了した動作行為、状態をあらわ

すものであり、現在との関わりを示す場合は現在完

了が使われ過去形は用いない。 

 もう一つ注意しなければならないことは、英語で

過去形を使うと、現在はそうではないという含意が

生まれることである。「I lived in Kyoto.」は現在は

京都に住んでいないということであり、「She was a 
nice person.」という文は、亡くなっている人物につ

いて使う場合がほとんどである。歴史上の人物（現

在は死亡している）について語る場合、必ず過去形

を使い、現在形を使うのは現在も生きているもの（そ

の人物の作品など）である。英語の過去形は現在と

切れており、現在はそうではないという含意がある

ため、現在の状況に反することを仮定する場合に過

去形が使えるのである。 

 日本語においては過去形と現在形がかなり自由に

使われており、次の文のような例も珍しくはない。 

 

 トーチカの小さな覗き穴から中尉は米軍陣地の

様子をうかがった。 

 夜襲を予期してか、照明弾がひっきりなしに打

ち上げられている。昼のような明るさのなかに、

数百メートルの範囲の地形が、気味が悪いほど

くっきりと照らし出される。米軍は鉄条網を張り

巡らし、戦車を連ねて、厳重な警戒を続けていた。17） 

 

 この例文は第二次世界大戦をあつかった小説から

とったものだが、作中人物の行為や動きについては

過去形を使い、状況の説明や情景描写は現在形が使

われている。英語であれば、小説全体が過去形で語

られる場合には、情景描写も過去形になる。 

 このように英語における過去は、すでに終わった

出来事の貯蔵庫のようなもので現在と切り離されて

おり、話者はその貯蔵庫のなかから回想によって、

過去の出来事を取り出し過去形を使って語るのであ

る。したがって、バス停に待つ人がバスが来るのを

みた場合、それは現在（その時点で見えているわけ

であり）のことであり、回想ではないので過去形は

使えないのである。 

 

小括 
 日本人が英語を学ぶ上で苦労する理由は、仕組み

上の違いだけではない。ここで詳述する余裕はない

が、3点だけ簡単に触れておきたい。順不同であげる

と、一つが日本語における敬語の存在、2点目は話し

言葉と書き言葉の違い、3点目は英語を学習するとは

どの英語を学習するのかという問題である。 

 日本語における敬語は丁寧語、尊敬語、謙譲語な

ど世界に類を見ない複雑な体系を持っており、しか

も話し言葉では敬語なしには口を開くこともできな

いほどであり、毎朝出会う人に対して「お早う」と

声をかけるか「お早うございます」と声をかけるか、

大げさに言うと戦略的判断を求められるのである。

敬語は日々の人間関係を円滑にする効果もあるが、

同時に社会的階層構造を固定化する働きをするので、

民主的で平等な社会が（願わくば）進むとすれば簡

素化へと向かうはずだが、残念ながら現状は必ずし

もそうはなっておらず、多くの若者がその中で呻吟

している。また日本の敬語は言語構造のレベルにま

で組み込まれ、敬語と意識しない語彙や表現も存在

する。例えば「あげる」「ください」はもともと謙

譲語であり非対称であるので、giveのように与える

場合と与えられる場合のどちらにも使うというわけ

ではないため、訳をしようとするときに戸惑う場合

がある。そのため「与える」という訳語が使われた

りするのだが、しかし「与える」は日常口語ではあ

まり使わない表現なので（普通「あなたにチョコレー

トを与えます」とは言わない）、特に中高生は違和

感を抱くに違いない。それを回避するためには図や

身振りなどを使って直接英語の意味を理解させるよ

うに指導者は努力すべきである。 

 文字を持つ世界中のどの言語にも話し言葉と書き

言葉があるが、日常コミュニケーションのほとんど

が話し言葉で行われるのに、知識伝達の多くが書き

言葉を使って行われるという使用頻度と重要性のア

ンバランスが存在する。日本語において、話し言葉

では大和言葉が多用され、書き言葉では漢語が多く

なるという傾向がある。一方英語ではアングロサク

ソン系の言葉が口語では多用され、書き言葉にはフ

ランス語系、ラテン語系の語が多く使われる。一例

を挙げると、書き言葉でacquireやconsiderを使うよ

うな場合、口語ではgetやthinkを使ってあらわされ

ることが多い。話し言葉はその言語の基底にあって、

母親から直に音声を通して受け継ぐ。一方書き言葉

は、教育、読書を通して主に目を通して学ばれるが、

専門的なテーマについての話し合い、議論、また講

演やプレゼンテーションなど、口頭でも書き言葉は
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頻繁に使われる。話し言葉が基底から書き言葉を支

えているのだが、一方で書き言葉の多くが話し言葉

にも流入しており、高度な会話を行うときには専門

的な用語を使わなければならないし、高等教育を受

けた者は書き言葉を多用する傾向があるが、議論な

どで必要な場合の他に、教養があることを暗に示し

て差別化するためにも使われる。日本の学校教育に

おける英語教育は、主に書き言葉を学ぶことを目標

にしているため、基礎的な口語英語の仕組みの理解

や運用練習に時間を割かずにリーダーの訳読に進む

ため、読む力はつくが日常生活でよく使われる表現

を学ぶ機会が少なく、自らを表現するために英語を

使うことを学ぶ機会も少ない。現代のような、国内

にあっても外国の人びとと直接話し合う機会が頻繁

に起こりうる時代にあっては、訳読式の英語教育が

時代遅れであることは明白である。発信型の英語を

学ぶ必要がある18）。そのためには日本語と英語の違

いを理解し、英語の論理にそってダイレクトに英語

を理解していくことが求められる。話し言葉による

やさしい英語表現を繰り返し練習することによって、

英語表現の核のようなものを学習者の中に作り、

徐々にその核を広げていくことが必要である。訳を

使わないで英語の語彙を理解する方法はいくつも

あって、実物（映像などを含む）、身振り、その語

が使われている例文、英語による言い換え（定義）

を用いても語彙は学べる。一定の段階に達したら英

語による言い換えを積極的に利用することが英語理

解を深め、英語運用力を高め、また英英辞典を使う

準備にもなる。英語による言い換えは、一見難しそ

うに聞こえるが、walkであれば「go slowly on foot」
くらいの言い換えで良いのである。大切なのは英語

の循環を学習者の中に作ることである。そうして英

語の言い換えを思い浮かべながら頭の中で英文を作

ろうとすることが「英語で考える」ことなのである。 

 後に触れておきたいことは、どの英語を学ぶの

かという問題である。現在日本の学校教育ではアメ

リカ英語が教えられているようであるが、英語は世

界中で使われており、英米だけでなくカナダ、オー

ストラリア、ニュージーランド、南アフリカ、イン

ド、シンガポールなど英語を公用語とする国を数え

上げるときりがない。そもそも標準英語と言われる

ものは英国南東部の有力方言を核にラテン語、フラ

ンス語の語彙を加えて人為的に作られ、政府機関、

裁判所の公的文書に使われるようになった書き言葉

であり、一般庶民の日常言語とは乖離したもので

あった。一般庶民はさまざまな方言の中で暮らして

いたわけで、その実態は程度の差こそあれ、今でも

変わらない19）。また一口に方言と言っても地域方言

以外にも階級、職種などさまざまな方言が存在する

のである。言語は人間が作り、自分たちの都合に合

わせて使用することで発展してきた。確定した固定

的で不変の文法と語彙を持った言語が中空に存在す

るわけではない。この瞬間も世界中でありとあらゆ

る英語が飛びかっている。我々は日本人の英語を使

わざるを得ないのであり、そのことを恥じる必要は

ない。冠詞は日本語に対応する語がないため、相当

な上級者でもうまく使いこなせないのであるが、そ

のようなことでくじけていては英語による発信はか

なわない。つまり英語を学ぶということは日本人の

英語（あるいはそれぞれの自分の英語）を作ってい

く過程と言い換えても良いのではないだろうか20）。 

 本稿では英語のほんの片隅をなでたに過ぎないが、

私が上のように考えるのは、言語を学ぶことは、自

然科学が無機物を対象にするように取り組むのでは

なく、言語を発する人間を見、言語の背後にある言

語の歴史、言語を使う人間の歴史を考えることでも

あると思ってきたからである。今回は英語における

未来のとらえ方に触れることができなかったが21）、

冠詞や前置詞の問題と併せて、これからもどのよう

にすれば英語学習者にとって英語が分かりやすくな

るかということを考え続けたいと思っている。 

 

 

 

注 

1） 現状を打破しようとするさまざまな取り組みが

行われており、その一例が大津由紀雄編著『学

習英文法を見直したい』研究社、2012年である。 

2） 有名な英語学習のコースブック、Headwayシ
リーズ、American Headwayシリーズでは、レ

ベルに合わせてどの文法項目を取り入れるかが

細かく検討されており、また同じ文法項目で

あっても初学者に対しては簡単な説明にとどめ、

レベルに応じてより突っ込んだ説明になるよう

工夫されている。 

3） この日本語の特質については本多勝一『日本語

の作文技術』朝日文庫、1982年特に第2章参照。

また三上章『象は鼻が長い』くろしお出版、1960
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年、金谷武洋『日本語に主語はいらない』講談

社選書メチエ、2002年参照。 

4） 実は英語辞典を引くとbeautifulもhappyも名詞

の意味も記載されている。そうすると例文は文

法的に間違った文ではないことになる。これは

例文のような「間違った」英文が歴史的に繰り

返し作られてきたため、辞書作成者が名詞の項

を立てざるをえなかったのではないだろうか。 

5） なお例文「I watched a movie in Shinjuku last 
Sunday.」の後半は場所と時間であり、標準的

な順序では時間が後ろに置かれる。強調する場

合には文頭に置くことも可能だが、日本語ほど

の自由度はない。場所も時間も基本的な構成は

「前置詞＋名詞」である。 

6） 広辞苑（第3版）「は」の項目を参考にした。 

7）ちなみに「僕は天丼」の英語訳はI'll take a 
Tendon. 

8） 以下本稿で名詞とした場合冠詞＋名詞を含む。 

9） ここでは進行形、受け身を確認するだけで、そ

れ以上の文法的特性については踏み込まない。

また現在分詞、過去分詞と呼ばれているものと

形容詞の間には、品詞論の上からは違いがある

だろうが、日常の口語使用という点で言うと大

きな溝があるわけではないことを確認しておき

たい。 

10）英語では未来形を使う。（I'll go.） 

11）本稿では英語動詞の現在形が持つ継続・繰り返

しという点に焦点を当てており、現在形の意味

がそれにとどまるものでないことはもちろんで

ある。 

12）もちろん無数の人間が毎日繰り返す動作行為を

厳密な意味で分類しようとするとこのような簡

単な分け方ではすまないのだが、英語の学習に

役立つ限りにおいての便宜的な分類であると理

解していただきたい。 

13）I am a teacher.は「私は教師をしている」と訳

せる。またknowは「知っている」、loveは「愛

している」。 

14）それと対比して「I have lunch.」は所有ではな

く、食べるという行為となる。 

15）startなどの「短い動詞」と、walkなどの意志に

よってはじめ終了することができる一定の経過

時間を持つ動詞の分類は、あくまでも学習者の

英語理解を容易にするためのものであり、相対

的なものだということをご理解いただきたい。

またここでは詳述しないが、どの動詞であれ、

進行形では「現に進行中」と「これから近い未

来に行う」の両方の契機が含まれており、その

どちらになるのかは状況の明確化（文の後ろで

示される場所や時間、暗黙の了解など）による

のである。 

16）英語では前者は「Here comes the bus.」と現在

形を使い、後者は英語ではそのような習慣がな

いので適切な訳はないが強いて言うと「Hello.」
か「I'm home.」だろうか。 

17）小林信彦『ぼくたちの好きな戦争』新潮文庫、

1993年、11頁。 

18）その点で言語学者鈴木孝男の主張は傾聴に値す

る。『日本人はなぜ英語ができないか』岩波新

書、1999年。 

19）もちろんテレビの普及などで方言が希薄になっ

ているとも言えるが、英国のテレビドラマを見

ると、登場人物がスコットランド方言や北部イ

ングランド方言をそのまま使っているので、英

国が標準英語化しているわけではないことは一

目で分かる。 

20） 近は英語のローカル化を主張する論者も現れ

ている。詳しくは吉野耕作『英語化するアジア』

名古屋大学出版会、2014年。また日本英語の主

張については末延岑生『日本英語は世界で通じ

る』平凡社新書、2010年参照。またローカル英

語の必要性を早くから主張した渡辺武達『ジャ

パリッシュのすすめ―日本人の国際英語』朝日

選書、1983年も参照。 

21）英語において未来は動詞の変化（フランス語の

ように）ではなく、助動詞などを付け加えるこ

とによってあらわす（日本語のように）ため、

時制（Tense）が動詞の変化による時間の表現

であるとするなら英語には未来時制はない。そ

してAmerican Headwayシリーズではwant to
なども未来の範囲に入れてある。そのため未来

形についてはあらためて考えたい。 
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